
令和７(2025)年度アクティブ・チャイルド・プログラム（JSPO-ACP）

講師講習会 の開催について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 推薦条件  

1） 推薦対象者は、2025年4月1日現在で満22歳以上の者で、以下講習会等の参加者とする。 講師講習会参加時 

に以下の講習会等に参加済であることを条件とする。また、講師講習会参加申 込時点で参加見込の者も含むも

のとするが、参加当日までに以下の講習会等に参加済であること。 

     (1）幼児期からのアクティブ・チャイルド・プログラム普及講習会（平成 27～令和元年度） 

 ※上記講習会の運営に携わったスポーツ少年団リーダーを含む. 

 (2）アクティブ・チャイルド・プログラム（JSPO-ACP）研修会（令和2年度～） 

 (3）スポーツ少年団認定育成員研修会（平成 23～30年度） 

 (4）幼児期からのアクティブ・チャイルド・プログラム都道府県普及促進研修会(平成29～令和 2 年度)  

※参加申込時に開催期日・内容等がわかる資料や参加者名簿を添付すること  

     (5）アクティブ・チャイルド・プログラム（JSPO-ACP）都道府県普及促進研修会（令和 3 年度 ～） 

 ※参加申込時に開催期日・内容等がわかる資料や参加者名簿を添付すること 

     (6）公認スポーツ指導者資格「ジュニアスポーツ指導員」講習会参加修了者（平成 30 年度〜） 

 (7）その他（アクティブ・チャイルド・プログラム普及・啓発プロジェクト班員が担当した講習 や、アクティブ・ 

チャイルド・プログラム研修会に準ずる講習会等） ※参加申込時に開催期日・内容等がわかる資料や参加者 

名簿を添付すること 

    2） 推薦対象者は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格の保有者が望ましい。 

 3） 都道府県スポーツ協会が推薦する者のうち最低 1名は、令和7年度スポーツ少年団登録者が望ましい。 

 4） 複数名を推薦する場合は、男女共同参画の観点から、1名以上の女性を含むことが望ましい。 幼児・子どもの 

教育や保育、発達等に関する領域を専門とする大学教員についても推薦を認める。なお、上記に定める講習会 

を参加していることが望ましい。  

 ※ 参加申込時に所属(学校名)、専門領域が確認できる書類（大学 HPの教員ページ等）を添付す ること。 

 5） 推薦対象者は、実技を含む全ての講習に参加できる者とする。 

スポーツ少年団、市区町村スポーツ協会、都道府県競技団体、JSPO公認スポーツ指導者、総合型地域スポーツ 

クラブ、学校関係者、幼稚園・こども園・保育所、教育委員会、スポーツ推進委員、学校体育団体など. 

 

◇ 内容 

 1） 理論編（講義） 

 2） 実技編（運動遊び、指導法・指導技術） 

 3） 指導実践編（模擬指導） 

 4） その他・質疑応答 ※ 公益財団法人日本スポーツ協会ホームページ「アクティブ・チャイルド・プログラム 

総合サイト」 の活用法等を含む  

 

◇ 参加費 

 6,600円（税込） ※参加にかかる旅費（交通費・宿泊費）などは参加者負担 


